
新
あたら

しい生活
せいかつ

様式
ようしき

を取
と

り入
い

れた『子
こ

ども会
かい

活動
かつどう

チェックリスト』（参加者用
さんかしゃよう

） 

（一社）新潟県子ども会育成連合会／令和２年１０月発行 

 

【活動前
かつどうまえ

】 

□ 活動
かつどう

1週間
しゅうかん

前
まえ

から、朝
あさ

などに体温
たいおん

を計測
けいそく

するなど、健康
けんこう

管理
か ん り

をしましょう。 

【活動
かつどう

日
び

の朝
あさ

】 

□ 体温
たいおん

の計測
けいそく

を行
おこな

い、発熱
はつねつ

や風邪
か ぜ

などの症状があれば参加
さ ん か

しないようにし

ましょう。 

【活動
かつどう

場所
ば し ょ

への移動
い ど う

】 

□ 乗
の

り合
あ

わせを避
さ

け、家族
か ぞ く

での送迎
そうげい

で移動
い ど う

しましょう。 

□ 車
くるま

で移動
い ど う

する場合
ば あ い

は、窓
まど

を開
あけ

けてもらうなど、換気
か ん き

に気
き

を付
つ

けましょう。 

□ バスやマイクロバスなどで移動
い ど う

する場合
ば あ い

は、隣
となり

同士
ど う し

に座
すわ

らないようにし

ましょう。 

【活動中
かつどうちゅう

】 

□ 感染
かんせん

防止
ぼ う し

のためのマスク着用
ちゃくよう

、こまめな手洗
て あ ら

いを行
おこな

いましょう。 

□ 友
とも

だちとの間隔
かんかく

を取
と

りましょう。 

□ 暑
あつ

さを感
かん

じたときは、熱 中 症
ねっちゅうしょう

にならないため、周
まわ

りとの間隔
かんかく

を取
と

り、マ

スクを外
はず

しましょう。マスクを外
はず

したときは、おしゃべりを控
ひか

えましょう。 

□ 具合
ぐ あ い

がよくない時
とき

は、すぐに活動
かつどう

を中断
ちゅうだん

し、休憩
きゅうけい

しましょう。その際
さい

に

は、役員
やくいん

の人
ひと

に、どんな風
ふう

に具合
ぐ あ い

がよくないかを伝
つた

えましょう。 

【活動後
かつどうご

】 

□ 自宅
じ た く

に戻
もど

ったら、必
かなら

ず手
て

洗
あら

い・うがいをしましょう。 

□ 活動後
かつどうご

数日
すうじつ

の健康
けんこう

チェックを行
おこな

いましょう。 

 

 

 



新しい生活様式を取り入れた『子ども会活動チェックリスト』（主催者用） 

（一社）新潟県子ども会育成連合会／令和２年１０月発行 

【活動前】 

□ 参加者に健康チェックをお願いし、発熱や風邪の症状がある場合は、参加さ

せない。（活動当日は、学校に提出している健康チェックシートの写しを持参

してもらうなど） 

□ 活動場所への移動は、乗り合わせを避け、家族での送迎をお願いする。 

□ マイクロバスなどで移動しなければならない場合は、隣同士に座らないよう、

注意を促し、車内用の消毒用具を準備する。 

□ 3密（密閉・密集・密接）を避け、声を張り上げない活動プランを用意する。 

【活動中】 

□ 参加者全員に自宅での体温測定の結果などを聞き取り、参加の判断をする。 

□ 参加者同士の間隔を常に意識し、マスクを着用した活動を行うようにする。 

□ 感染防止のため、こまめな手洗いをするように促す。 

□ 食事の際は、前を向き、おしゃべりを控えるように促す。 

□ 食事を用意する際は、大皿ではなく、個々に配付できるものにする。 

□ 活動中使用するものは、共有しない。共有する必要のあるものは、その都度

消毒をして使用する。 

□ 熱中症対策にも心掛け、状況に応じてマスクを外してもいいことを参加者に

伝える。マスクを外した際は、おしゃべりを控えるように促し、水分補給は、

個人の判断で行えるようにする。 

□ 活動中こまめな水分補給ができる時間を位置づけ、活動を行う。 

□ 体調不良者が出た時は、迷わず医療機関に連絡を入れ、早めの対応を行う。 

□ 活動終了時に、参加者全員の健康チェックを行う。 

【活動後】 

□ 自宅への移動は、乗り合わせを避け、家族での送迎をお願いする。 

□ マイクロバスを借用した場合は、触った箇所を予見し、消毒して返却する。 

□ 活動後数日の健康チェックを保護者に依頼する。 


